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ラ ー ル 氏 ら に よ る 「 教 授 人 間 学 理 論
（anthropological theory of the didactic）」（以下，
ATD）の範疇で提示されている，“世界探究パ

























































































































(2) SRP（Study and Research Paths） 
世界探究パラダイムに基づく指導・学習の過
































れた図式は，[S (X; Y; Q)  M]  A といっ











人が作り出した既存の回答 A◊やデータ D など
が得られ，これらと，関連する概念や理論，
実験等の仕事 O によりミリューM が構成され
る．したがって，ヘルバルト図式は，より詳
細に示せば，次のように記述される（宮川ほ
か, 2016, p. 29）． 
[S(X,Y,Q) {A1◊, A2◊,…, Ak◊,Ok+1…, Ol, Dl+1,…, Dm,}] A♥ 
 本研究においては，この図式，特にその要素
を用いて，探究の中で生じる問いや回答，ミリ





































（宮川, 2011, p. 53）．  
T：タスクタイプ（タスク t∈T） 
ある対象の解決に関わる問いの種類．






































った Q0 が満たすべき条件として指摘される 3
つの条件を備えた問いである 4 ) ． 
そこで今回は次の Q0 を最初の問いとして設














































第 2 時：グループ活動 
第 3 時：グループ活動 
















































































































































































ーネットで得られたデータ D や既存の回答 A◊
だけでは最終的な回答 A♥にたどり着かない．



































































































































川, 2011, p. 45）． 
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